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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は漢 同性斜視の病因として､従来報告されていた7p22･1ではなく､
4q28.3と7q31.2の染色体座位が関連することを岡山大学斜視外来の患者
家族の連鎖解析によって解明した研究で､将来の共同性斜視の遺伝子診断
や手術適応につながる重要な知見を示し,価値ある業績であると認められ
る｡
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
